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研究成果の概要（和文）：本研究は，先行研究で開発した患者情報プライバシー認識尺度（PIPS）をもとに，尊厳とい
う上位の概念を含んだ国際版尺度の開発を目的とした。尊厳と情報プライバシーの概念整理の後に，構成する要素のイ
ンタビューによる抽出と日本語版尺度の開発のための調査を国内で行った。次に，国際学会等で得られた意見をもとに
，尊厳への期待と満足度という2つの側面から測定できるようにそれを英語版に改良し，シンガポール国内で調査を実
施した。さらに，その普遍性，妥当性検証のためにイギリス国内調査を実施した。人としての尊重，気持ちと時間の尊
重，自律性の尊重，プライバシーと公正さの尊重で構成される国際版尺度iPDSを開発した。

研究成果の概要（英文）：Preserving and respecting patient dignity and privacy are very important ethical c
oncerns and obligations for nurses. Dignity is concerned with how people feel, think and behave in relatio
n to the value of themselves and others. Dignity also includes the concept of the privacy. We conducted su
rveys to develop a valid and reliable scale that could measures patients' care needs and satisfaction from
 the perspective of dignity and privacy. First, we developed a Japanese version of the scale. Second, we c
onducted the survey in Singapore using the revised version that assessed patient demand and satisfaction i
n terms of dignity. We then conducted survey using a further revised version in the UK. The International 
Patient Dignity Scale, iPDS, was created based on the data obtained from these surveys, which included fiv
e items: 1) respect as a human being; 2) respect for personal feelings and time; 3) respect for privacy; 4
) respect for justice and fairness; and 5) respect for autonomy.
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１．研究開始当初の背景 
 情報プライバシーは，今日の社会において
患者と医療者の信頼関係を保ち，医療・看護
に必要な情報を適切に入手し，活用する上で
重要な課題である。そのため，先行研究（基
盤 B「情報プライバシーの視点からの患者情
報の収集と共有のあり方：尺度開発と全国調
査」：課題番号 60194156）で開発した患者情
報プライバシー認識尺度 PIPSを国際版に発
展させるための研究を計画した。しかし，イ
ギリスなどでは，プライバシーの上位概念で
ある尊厳そのものについて，大きな問題とな
っていることが明らかになり，情報プライバ
シーと患者の尊厳について，概念の再整理を
行った。その結果，情報プライバシーについ
て，尊厳を構成する要素の一つとして位置づ
けることとし，その他，人としての尊重，患
者による選択の尊重，時間的な余裕の尊重，
公正さの尊重などの構成要素とともに測定
できる尺度の開発を行うこととした。 
 また，国際版尺度として開発するためには，
日本語版で開発したものの単なる英語訳を
示すだけではなく，実際にその英語版を用い
た信頼性，妥当性を検証が必要となる。この
ため，次の段階として，アジア圏内の中で英
語が通じる患者が多くいるシンガポールで
パイロット調査を行い，最終的にはイギリス
での信頼性と妥当性の検証とともに，普遍性
についての確認を行うための調査を進める
こととした。 
 オンラインフォーラムについては，このプ
ロセスを支援するための環境作りとして，方
法およびツールの検討と試験を行うことと
した。 
 
２．研究の目的 
 情報プライバシーを含む患者の尊厳につ
いて，尊厳への期待と満足度という 2つの側
面から測定できる尺度国際版の開発を目的
とする。 
 
３．研究の方法 
 研究は，大きく次の3段階から構成される。 
 第 1段階は，研究テーマそのものの関わる
情報プライバシーと患者の尊厳についての
概念の再整理である。系統的な文献検討，研
究組織による検討，および，国内外での成果
発表を通じた有識者の意見に基づく検討を
経て，研究テーマをより明確にし，その概念
化を行う。その結果から明らかにされた概念
に基づく，具体的な構成要素（キーワード，
質問項目）の抽出と，抽出した要素によって
構成する質問紙（尺度原案）の作成である。
国内の 1県での看護師を対象とするインタビ
ュー調査と入院患者を対象とする情報プラ
イバシー／患者の尊厳についての国内調査
質問紙調査を行った。 
 第 2段階は，日本語版として作成した患者
の尊厳測定尺度の英語版の作成と，信頼性の
確認のための海外調査である。対象国をシン

ガポールとして，所属機関の研究倫理審査と
シンガポールの協力機関における研究倫理
審査を進めた。 
 最終段階は，シンガポールでの調査で得ら
れた患者の尊厳測定尺度国際版の信頼性，妥
当性および普遍性の確認のための海外調査
である。対象をイギリスとして，所属機関の
研究倫理審査とイギリスの協力機関におけ
る研究倫理審査を進めた。 
 
４．研究成果 
1）情報プライバシー／患者の尊厳について
の文献検討および国内調査 
（1）項目抽出のためのインタビュー調査 
 日本語版の患者の尊厳測定尺度の構築の
ために，愛知県内 400 床以上の 3病院から協
力を得て，計 18 名を対象とするグループイ
ンタビュー調査を実施した。その結果および
文献検討の結果をもとに，患者尊厳測定尺度
（Patient Dignity Scale: PDS）を構成する
47 項目を抽出した。 

   図 1 プライバシーと尊厳の概念 
 

図 2 構成要素の精選 
 
（2）質問紙調査 
 上記 PDS を構成する項目の妥当性の検証，
および，患者情報プライバシー尺度 PIPS と
の関連性を確認するために，愛知県内 400 床
以上の 8 病院から協力を得て，442 名の入院
患者（心療内科，精神科以外に入院する 20
才以上の患者）を対象とする質問紙調査を実
施し，165 名（37.3％）の有効回答を得た。
主因子法，プロマックス回転による探索的因
子分析の結果，患者自身による尊厳への期待
は，F1：一人の患者としての尊重，F2：患者
の気持ちの尊重，F3：患者のプライバシーと
情報への配慮，F4：患者の主体性の尊重，と
いう 4因子構造（23 項目）からなることを確
認し（信頼係数 0.95），これを日本語版 PDS
とした。 
 一方，PIPS との相関については，PDS の総
得点およびPDSの下位概念の一つである情報
プライバシーについての合計点（7 項目）と
もに，有意な相関は見られなかった（p<0.05）。
ただし，個々の質問項目の内，自分の情報に



ついての許可無しの医療者間での情報共有，
および，家族に関する情報の許可無しの医師，
看護師以外のスタッフへの提供については，
PIPS スコアと有意な負の相関が認められた。
今回開発した尊厳尺度が，プライバシーとい
う要素を構成概念に含みながらも，先行研究
で開発した，自己情報コントロール権を反映
した PIPS と明確な相関を示さなかったこと
は意外であった。 
（3）英語版尺度（原案）の作成 
 日本語版PDSを構成する項目の見直しを行
い，前記の 23 項目を含む 36 項目からなる英
語版尺度（原案）を再編した。これを用いて，
次のシンガポールでの調査のための英語版
尺度の準備を進めた。 

図 3 因子分析の結果 
2）患者の尊厳測定尺度：シンガポール調査 
（1）前年度に作成した患者の尊厳測定尺度
（日本語版 PDS）をもとに，尊厳への期待と
尊厳に配慮したケアへの満足度の2つの視点
から患者の尊厳を測定できるように改良し
た 36 項目の英語版尺度（原案）について，
信頼性・妥当性を検証するために，シンガポ
ール郊外の1つの中規模病院に入院する患者
430 名を対象とする質問紙調査を実施した。
調査に先だって日本とシンガポール両方の
研究倫理審査の承認を受けた。 
（2）調査結果 
 363 名から有効回答を得た。対象者の概要
を表 1に示す。 

     表 1 対象者の属性 
 因子分析（主因子法，プロマックス回転）
を行った結果，(1) respect as a human being, 
(2) respect for personal feeling and time, 
(3) respect for privacy, (4) respect for 
justice and fairness, (5) respect for 
autonomy の 5 因子で構成が確認された。表 2
に因子ごとの得点を示す。 
 
 

 表 2 因子ごとの得点（期待と満足度につ
いて） 

尊厳への期待は 30 項目（クローンバック
α=0.953），尊厳に配慮したケアへの満足度
は 29 項目（クローンバック α=0.936）で構
成された患者尊厳尺度国際版（iPDS）第 1版
を得ることができた。 
 
3）患者の尊厳測定尺度：イギリス調査 
 上記で開発された iPDS 第 1 版について，
看護倫理の専門家や研究者を交えたセミナ
ーを通じて，項目の見直しを行った。その結
果，イギリスでは不適当と判断された身体拘
束に関わる質問項目を除外した 35 項目から
なる尺度案を再構築し，ロンドン郊外にある
NHS 病院（1 施設）の協力を得て，入院患者
500 名を対象とする調査を行った。調査の概
要を表 3に示す。 
   表 3 調査の概要 

 本成果報告の執筆時までに，データを精選
できた 300 人分の解析結果について示す。 
 因子分析（主因子法，プロマックス回転）
を行った結果，尊厳への期待については，4
因子，尊厳に配慮したケアへの満足度につい
ては 5因子の因子構造が得られた。満足度に
ついては，シンガポール調査の結果と同じ因
子構造であり，信頼性係数クローンバック
α=0.938 と高い信頼性とともに普遍性を確
認することができた。一方，期待については，
プライバシーの因子と公正さの因子が一つ
にまとまったために 4 因子構造となったが，
クローンバック α=0.948 と信頼性は高く，
基本的にはほぼ同じ因子構造を確認するこ
とができた。ここに，情報プライバシーを含
む 4ないし 5因子の構造で患者の尊厳を測定
できる尺度を開発することができた。 
 



4）国際オンラインフォーラムの開発につい
て 
（1）仕様策定 
 日本発の患者の尊厳を測定する尺度開発
において，国内外を問わず当該トピックに関
心をもつ研究者や臨床家を対象とした国際
的なディスカッションサイトをオンライン
上に構築するのに先立ち，研究メンバー間で
意見交換し，基本的な仕様を策定した。 
（2）オンラインフォーラムの構築 
 これらの仕様を満たすシステムの選定に
際しては種々のツールを比較検討し，最終的
にXOOPS(ズープス)とFacebookを用いて実際
にサイトを構築した。 
（3）検討結果 
 以上の検討結果を表に示す。現時点におい
て，仕様のすべてを満たすウェブ上のサービ
スにはたどり着けなかった。今後のことを考
えると Facebook 等の世界中で普及している
SNS を軸にオンラインフォーラムを構築する
のが最適であるという結論であるが，そのま
までは公開，運用に踏み切れない仕様上の制
約もあり，様子を見ているところである。も
ちろん，研究メンバー間の意見交換や共同作
業等は，今回検討した XOOPS や Facebook グ
ループをはじめとして，通常の電子メールや
クラウドサービス等で十分用は足りる。しか
し，特定多数の間でクローズドなディスカッ
ションサイトを構築しようとすると，何らか
の不具合が露呈し，実際の運用には至ること
ができないことが判明した。今後，患者の尊
厳尺度の世界公開に合わせて，今回検討した
ツールおよび，それ以外に全世界で普及して
いるツールも検討しつつ，告知とクローズド
なディスカッションを両立させる仕組みを
探求する必要がある。 
表 4  XOOPS と Facebook の特徴の比較 
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